
40 超音波風速計とその試作

　野外観測の最初の仕事として，従来から用いられて来

た風速の垂直成分の測定法の主なものであるバイベーソ

法あるいは熱線法による測定値の再検討をこの測器を基

準としてやることにした．

　観測は1963年9月および10，11月31日に京都大学防災

研究所潮岬風力実験所の高さ10mの測風塔の上で行なわ

れた．第6図はその際に得られた記録の例を示したもの

である．上の写直記録が，今回の超音波風速計のシソク

・スコープのスイープをカメラによって記録したもの

で，下の白い部分の巾がスイープの長さを示している．

この白い部分と黒い部分との境界線の形が風速の変化を

示しているのである．この際のレソジは一5～10m／sec

で，外側に示した目盛によって，風速を読取ることが出

来る．第6図の下左は今回試作したアナグ出力回路を用

いた記録の一例で，下段中央はそれと同じ時の熱線法に

よる風速と風向の上下偏角を示したものである．下段右

側は，プ・ペラ型の風速計とパイベーソの記録を示して

いる．この時の風速は数m／sec程度の弱いものであった

ために，バイベーンの自由振動周期が長く，制動も充分

でないので自由振動に対応する変動がはっきり出て自然

の風の短かい変動が消されてしまっている．熱線法によ

る記録と超音波風速計のアナ・グ記録とはかなり似た変

化をしているのが解る．写真記録の方は一本一本のスイ

ープまで分解して見れば1秒間に200回の測定が行なわ

れているから100cpsの変動まで充分分解出来ることに

なる．しかしアナ・グ出力の方はこれだけの短周期まで

追従するようにすることは未だに困難である．しかし，

この測器では120cmの経路の平均の風速を測定してい

るのであるから先ぎにも述べたとおり不用意に周波数特

性を上げることにも疑問が生じる．これらの比較観測の

結果にっいては別報に詳しく報告する予定である．

　この試験によって，この超音波風速計の試作器は充分

野外での観測に利用することが出来るということが確認

出来たので，今後さらに他の目的に応用し，従来の技術

では困難であったような調査研究を進めていく予定であ

る．

　終りにあたり，この測器の研究に種々の助言を頂いた
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三郎助教授に深く感謝すると共に，野外観測において御

指導頂いた理学部佐橋謙氏，またこの研究に御協力頂い

た海上電機K．K．特に同社の土子および・小堀の両氏に

も感謝の意を示すものである．
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朝日学術奨励金の募集について
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れる予定ですから下記により御応募下さい．なお，応募

件数多数の場合は常任理事会で少数にしぼることがあり

ますから御了承下さい．　（申し込み用紙は学会又は朝日

新聞社へ直接御照会下さい）
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